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茸豆もやI の成長過程に打リろ釆養者の推抒その々付と剋蔵叱f的為峯
ぶ島大裁%　川上いっふ　○比遠心-it-斑大　松岡房

　目a-7　前回においI.　鱒豆もやI の取長過程り回ろビ■' クミッC ('っい 7報恚した

AC. や回は、気長過程のビ■'; ミン8バ)分令状況i>< ど'のkうに変化ずるｶヽき檜;れた、

　方璃　試料はヽ肆瓦(ヤエナリ)いレフ旧ﾉI i (ト' - p.玲な■'-^■^～／ごの恒温番十

入れ発§ ざせH i のき旧ペパー４チノドテオアロ^μ汀'ヽヒ･'/ ^'■/B/の定量タ竹き

お｀こｙいヽヽぞり皿∂/の鮮織化f?的検出のたかこ、・ソシアン北カ')ウzべけるf す

ク□ ふil.きわ｀こ'iっ　た。

　μ果　爽処可きおヽこなったものば、蛍尤詞微鏡喫糸t ろレビノミノり)辱ない

ところは■ 弧い蛍尤t おみらμい　発芽／回りのチ秉は、衣皮f.t蛍九0<刃く、s 吟に

衣皮T- 心肺就､組賦､も蛍光お弱い。7≒プン牡n Iよ資尤グμい。祁孝雄唐衣あ･よu･､細胞

ﾉ限し　ダン7･ン報よ9 ，よ蛍充かり#*ヽつ　臨‘

　■r葉は, a h 片り-~ L いいヽデ･ｙﾌ･･y糾り化s （　かいn か昶質の/-■■ロフブレ

ッり心えて　I る。itl業は、まきt を　rした李をレ　子孝心ヽりょこ叫 ftダトク’ン

却いがμ昶か八だ必I了いる。これi/か蛍九fxみら衣ろ・

　差ばヽ皮膜、維f 水It 蛍尤と発丿.I ゐが゛、ダンプ･／牡の/･ りご頚く[f みえJr <｡ヽ。

　ぞ聊かごリフト　t-;レy ふ足量分佇のためi: , 片祁懇切なるこリ絣1- たまわった

声島県iヽゑ業蕗人　里今漱碕灘検ic - 淳ぐ鳶謝の-t を衣する次奇である。

A－61 緑豆も1* 乙のプロテアーゼの所伝

魚島丸教育　Ill J=.11フ､?、0玄元紀美子

　目的　緑豆もやI を用いて, 発芽種子･^tヽけるプロテT -ゼの所払を組織啄的に検

n した.

　方法　試料にに｀･レマ産め緑豆（ヤエす'} ) 1:用い、佃～却'C の湿大に6 呼蘭フけで

れヽrこ後、す･ﾚrvすt屋麦を手えて、2八前後の室温、皓所ド綻置けし実､験方広は、

洙蜂切片を作'しりン酸穣衝液（pH 5･5 ）にり、写張のすヽ、カP －ス豪液て’洗浄（

μ. ■?･り切片ｓ一定霧､も、現像、良|喪のミニコピ゛－フイ　1レぶヽあろい/iサクラN R-Mi

contacttype ゛スライμにの乞μ．　このフりレAを藻^S7'C悍まi.に入れrこ．これ乞
逐欠鮒こと0 出L、顕庫､昶Tr麗秉乙n．
　炒－　脈・も？i欝mの七てインキュペーシ、ンしμフィII-ムa、フ'μテアーゼ｀

の存在^所のZ"ラ乎ンび奉∂ヽされ、銀鵜お泰広i 7 白く菰けてﾚ･か。稼£ むやしｊプ

ロテアーどば村定の租楠吋n在すうい･うのr丿J ^'く、粧楕全体i--みられ、跨/二子栗
の良皮T iこ多くみヽられ八。予の片在/こゐわ-て̂ま長過程rこぶけるr^テアーぜの動向

も靴告すi .


